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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 11,878 57.6 53 △80.5 169 △55.1 694 11.3

2026年３月期中間期 7,536 19.0 271 1.9 378 5.0 624 △24.0

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 119.60 118.23

2026年３月期中間期 108.04 107.20

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2027年３月期中間期 25,857 20,957 80.7 3,586.77

2026年３月期 21,738 18,064 82.7 3,098.03

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 20,872百万円 2026年３月期 17,978百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 63.00 － 137.00 200.00

2027年３月期 － 115.00

2027年３月期（予想） － 115.00 230.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,000 32.8 610 5.8 800 3.1 2,170 20.3 373.93

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 6,067,200株 2026年３月期 6,067,200株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 248,021株 2026年３月期 264,039株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 5,809,967株 2026年３月期中間期 5,779,841株

※  注記事項

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

④  修正再表示                            ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・当社は、2026年10月27日(火)に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。

　決算説明資料は当社ウェブサイトに掲載しております。
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2026年3月末 2026年9月末
増減額 主な増減理由

　流動資産 10,637 10,597 △40  現金及び預金△316、受取手形及び売掛金＋263

　固定資産 11,100 15,260 4,159 投資有価証券＋4,141

資産合計 21,738 25,857 4,119 ―

　流動負債 678 555 △123 未払法人税等△98、買掛金△19

　固定負債 2,994 4,345 1,350 繰延税金負債＋1,350

負債合計 3,673 4,900 1,226 ―

純資産合計 18,064 20,957 2,893
その他有価証券評価差額金＋2,923、

利益剰余金△100

負債純資産合計 21,738 25,857 4,119 ―

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間会計期間の世界経済は、中東情勢の影響による資源・エネルギー価格の上昇やインフレ圧力の継続などに

より、成長の鈍化がみられたものの、AI関連投資の拡大などを背景に、底堅く推移しました。一方、地政学的リス

クの高まりや各国の通商政策、金融政策の動向などにより、先行き不透明な状況が継続しました。

　米国では、AI関連を中心とした設備投資が景気を下支えしたものの、物価上昇による個人消費への影響や通商政

策の不確実性などから、景気の拡大ペースは緩やかなものとなりました。欧州では、エネルギー価格の上昇や金利

負担が企業活動や個人消費の重荷となり、製造業を中心に景気回復の動きは緩やかなものにとどまりました。中国

では、政府による景気刺激策が実施されたものの、不動産市場の低迷や個人消費の回復の遅れなどにより、景気は

低調に推移しました。

　日本経済においては、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資に支えられ、緩やかな回復基調が続きました。一

方、物価上昇による個人消費への影響や資源・エネルギー価格の上昇、為替変動などが景気の下押し要因となり、

先行き不透明な状況が続きました。

　電子部品業界におきましては、AIサーバー向けはハイパースケーラーによる需要が継続したものの、主要部材の

供給逼迫により関連機器の生産・出荷は想定を下回りました。スマートフォン向けは、メモリ不足と価格高騰の影

響を受け、需要が低迷し、出荷台数が大幅に減少しました。パソコン向けも同様の影響を受け、単価上昇により売

上高は維持されたものの、出荷台数は減少に転じました。一方、産業機械向けは、生成AIやデータセンター向けの

設備投資が牽引し、堅調に推移しました。車載向けにつきましては、電装化の進展が需要を下支えしたものの、地

域ごとの回復にばらつきがあり、全体としては緩やかな推移にとどまりました。

　当社におきましては、プリント基板向けにつきましてはパソコン・スマートフォン向けの低価格帯で需要が前年

同期に比べて減少したものの、ハイエンド製品向けが当社想定を上回って好調に推移し、増加しました。半導体パ

ッケージ基板向けにつきましては、低価格帯向けの需要が減少した影響で販売は想定をやや下回りました。また、

汎用メモリ向けは供給制約により生産が伸び悩んだものの、需要は引き続き旺盛であり、AIサーバー向けも好調に

推移しました。コネクタ向けめっき薬品の販売につきましては、スマートフォン向けが横ばいで推移した一方、車

載向けは電装化の進展、産業機器向けは生成AI向けの需要拡大を背景に、堅調に推移しました。リードフレーム向

けめっき薬品の販売につきましても、引き続きAIサーバー向けの需要に牽引され、好調に推移しました。

　その結果、売上高は11,878百万円（前年同期比57.6％増）、営業利益は53百万円（前年同期比80.5％減）、経常

利益は169百万円（前年同期比55.1％減）、中間純利益は694百万円（前年同期比11.3％増）となりました。

　売上高の用途品目別内訳は、プリント基板・半導体パッケージ基板用5,922百万円、コネクター・マイクロスイ

ッチ用1,435百万円、リードフレーム用4,385百万円、その他134百万円です。

（２）当中間期の財政状態の概況

(単位：百万円）
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政策保有株式の推移 2025年9月 2025年12月 2026年3月 2026年6月 2026年9月

売却額※（百万円) 493 933 315 - 906

保有株式時価（百万円) 8,416 9,308 10,743 17,956 14,885

純資産額（百万円) 15,566 16,659 18,064 22,315 20,957

純資産に対する割合（%) 54.1 55.9 59.5 80.5 71.0

①資産

　総資産は25,857百万円となり、前事業年度末比4,119百万円の増加となりました。

　これは投資有価証券の売却を進めているものの、時価の上昇により投資有価証券が増加したことが主な要因で

す。

②純資産

　純資産合計は20,957百万円となり、前事業年度末比2,893百万円の増加となりました。

　これは利益剰余金が当中間純利益の計上により増加、剰余金の配当により減少し、投資有価証券の時価の上昇に

伴い有価証券評価差額金が増加したことが主な要因です。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想については、2026年４月24日の「2026年３月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に変更

はありません。

（４）利益配分に関する基本方針及び当期の配当

　当社は、利益配分につきましては、将来の事業展開と経営基盤の強化、成長投資に必要な内部留保資金を確保し

つつ、収益状況に応じて株主様への還元を柔軟に行うことを基本方針としております。

　また、長期的な成長を目指して、資本効率と財務健全性のバランスを取りつつも、プライム市場上場会社とし

て、当面の業績に大きく左右されない一定レベルの株主還元に積極的に取り組む趣旨から、2024年３月期の期末配

当より、配当性向に加え５％を下限とする自己資本配当率（ＤＯＥ）を導入しております。

　こうした方針のもと、当期の配当につきましては年間230円を予定しております。

（５）政策保有株式に関する方針

　当社は、政策保有株式については事業戦略及び取引先との事業上の関係において、当社の製品開発や問題解決に

協力、フィードバックが期待できる企業の株式のみを保有し、中期経営計画 FY2025-2027の期間中に純資産割合を

20%未満まで縮減する方針を掲げております。

　保有の適否については、取締役会メンバーのほか専門家を交えて開催しているＣＸ向上会議や、取締役会におい

て定期的に検証しており、上記方針に沿って売却を進めております。

　保有銘柄の株価が大きく上昇したことにより、結果として保有株式の時価は前年度末から増加しましたが、今年

度の政策保有株式売却の計画に変更はありません。

※該当四半期中での売却額
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（単位：千円）

前事業年度
(2026年３月31日)

当中間会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,753,470 7,436,755

受取手形及び売掛金 1,917,415 2,181,171

商品及び製品 128,864 85,362

原材料及び貯蔵品 504,632 452,932

その他 333,364 441,443

流動資産合計 10,637,747 10,597,665

固定資産

有形固定資産 147,365 183,902

無形固定資産 110,910 99,706

投資その他の資産

投資有価証券 10,743,513 14,885,229

その他 98,488 91,431

投資その他の資産合計 10,842,001 14,976,660

固定資産合計 11,100,277 15,260,269

資産合計 21,738,024 25,857,935

負債の部

流動負債

買掛金 125,951 106,364

未払法人税等 345,084 246,302

賞与引当金 92,591 93,446

その他 115,337 108,897

流動負債合計 678,964 555,011

固定負債

長期未払金 180,882 180,882

繰延税金負債 2,765,056 4,115,673

資産除去債務 48,398 48,576

固定負債合計 2,994,336 4,345,131

負債合計 3,673,301 4,900,142

純資産の部

株主資本

資本金 1,283,196 1,283,196

資本剰余金 1,054,599 1,084,307

利益剰余金 9,856,893 9,756,743

自己株式 △628,395 △590,356

株主資本合計 11,566,294 11,533,891

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,410,860 9,334,228

繰延ヘッジ損益 1,189 3,939

評価・換算差額等合計 6,412,050 9,338,167

新株予約権 86,378 85,733

純資産合計 18,064,723 20,957,792

負債純資産合計 21,738,024 25,857,935

２．中間財務諸表及び主な注記

（１）中間貸借対照表
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（単位：千円）

 前中間会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

 当中間会計期間
(自　2026年４月１日
　至　2026年９月30日)

売上高 7,536,141 11,878,345

売上原価 6,629,850 11,099,067

売上総利益 906,291 779,277

販売費及び一般管理費 ※１ 634,809 ※１ 726,252

営業利益 271,481 53,025

営業外収益

受取利息 6,532 11,451

受取配当金 103,619 106,221

為替差益 234 －

その他 1,102 1,535

営業外収益合計 111,489 119,208

営業外費用

為替差損 － 20

支払手数料 4,934 2,617

営業外費用合計 4,934 2,637

経常利益 378,037 169,596

特別利益

投資有価証券売却益 469,830 770,224

新株予約権戻入益 2,556 1,553

特別利益合計 472,386 771,778

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税引前中間純利益 850,424 941,375

法人税、住民税及び事業税 206,793 242,710

法人税等調整額 19,177 3,782

法人税等合計 225,971 246,492

中間純利益 624,452 694,882

（２）中間損益計算書

- 5 -

日本高純度化学株式会社（4973） 2027年３月期　第２四半期(中間期)決算短信（非連結）



（３）中間財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。

（中間貸借対照表に関する注記）

　該当事項はありません。

前中間会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

当中間会計期間
（自　2026年４月１日
至　2026年９月30日）

給与手当 144,032千円 159,220千円

賞与引当金繰入額 60,947 68,807

減価償却費 32,561 41,523

（中間損益計算書に関する注記）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

　当社は、貴金属めっき用薬品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象の注記）

該当事項はありません。
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